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■学校紹介

■ＳＳＨの取組について

■カーボンニュートラル社会に向けた連携・協働について

■今度の課題について

【本日お話しさせていただくこと】



昭和４９年開設(開校５１年目)昨年度５０周年記念式典等実施
生徒数１０６５名 (男子６０５ 女子４６０)
１年・・・普通科８クラス＋理数科１クラス
２年・・・普通科８クラス＋理数科１クラス
３年・・・普通科８クラス＋理数科１クラス

※現在、ＳＳＨⅠ期目１年目（４回目の申請でやっと認定）

【学校紹介】



（１）目的 「２０５０年カーボンニュートラル社会に向けて、所沢周辺地域や埼玉県、日本や国際社会
の持続的発展を牽引する科学技術人材を育成する。」

（２）目標 「自ら課題を見つけ、その解決に向けて他者と協働しながら、主体的に探究する資質・能力
を育むためのカリキュラムを開発する。」

① 先進的な科学技術の知識及び技能を習得し、科学的な視点から社会課題を捉え、探究する力を
育成する。

② 文理を問わず、科学を中心とした教科等横断・融合的な視点から課題研究や探究的な学習活動
に取り組み、論理的に推論する力を育成する。

③ 大学や研究機関、行政等との連携を図り、カーボンニュートラル社会に向けた課題解決を行うこと
で、主体性や協働性を育む。

【ＳＳＨの取組について】





■令和４年１０月１２日「カーボンニュートラルに係るワークショップ」の開催。理数科１年生対象６５分
×５コマ。（一社）環境政策対話研究所、所沢市マチごとエコタウン課との連携・協働により実施。

■令和５年７月１３・１４日「カーボンニュートラル・セミナー」の開催。１学年全生徒対象。６５分×３コ
マ×２日（一社)環境政策対話研究所、所沢市マチごとエコタウン課、青年環境ＮＧＯ・CYJとの連携・
協働により実施。

■令和５年７月２５日「ゼロカーボンシティ所沢市・狭山丘陵でのカーボンニュートラル・緑地保全体
験」希望生徒１０名。株式会社JTB、所沢市マチごとエコタウン課、みどり支援課等との連携・協働に
より実施。

■令和５年９月２８日所沢市主催「所沢市ゼロカーボンシティ・シンポジウム」に代表生徒
１年生４名が参加。「若者たちからの提言」として、約１５分間の施策提言を行った。

【カーボンニュートラル社会に向けた連携・協働について】

shoji
ハイライト表示



■令和６年７月１１・１２日「カーボンニュートラル・セミナー」の開催。１学年全生徒対象。６５分×３コマ ×２日。
昨年度の内容をブラッシュアップし、 （一社）環境政策対話研究所、所沢市マチごとエコタウン課、青年環境ＮＧＯ・
CYJとの連携・協働により実施。

■令和６年６月、所沢市ゼロカーボン運動プロジェクトチームの発足。本校生徒がプロジェクトチームに参加し、活
動を開始。

■令和７年１月１８日「将来のかながわを担う若者世代と一緒に地球環境問題について考えよう」参加。

■令和７年２月９日「所沢市環境講演会」本校生徒が発表・提言等を行う予定。

■令和７年３月１２～１８日「カーボンニュートラル先進国視察（デンマーク海外研修）」

【カーボンニュートラル社会に向けた連携・協働について】



■理数科の課題研究や普通科の探究的な学習活動において、カーボン
ニュートラル社会の実現に資する研究等が行われていくこと。

■所沢市との連携・協働を更に密にするとともに、他地域の行政・企業・
学校等との連携・協働を模索していくこと。

■未来（カーボンニュートラル社会）を切り拓く高校生の「学びと成長」や
「資質・能力の育成」を目的・目標としたＳＳＨ事業を運営していくこと。

【今後の課題について】



※御意見・御質問等ございましたら、下記まで御連絡ください。

所沢北_篠田（shinoda.toshifumi@pref.saitama.lg.jp）

■御清聴ありがとうございました。■
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